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Ⅰ　業務実績（見込）評価書について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

　三条市公立大学法人評価委員会は、「公立大学法人三条市立大学　中期目標期間の業務実

績評価（見込評価）実施要領」に基づき、公立大学法人三条市立大学の第１期中期目標の達

成見込について評価を行った。 

 

 

１　見込評価の根拠 

　　地方独立行政法人法第 78 条の２ 

 

２　評価対象 

　　公立大学法人三条市立大学における第１期中期目標（令和３年度から令和８年度まで）

の達成見込状況 

 

３　評価要領 

　　公立大学法人三条市立大学　中期目標期間の業務実績評価（見込評価）実施要領に基づ

き実施 
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Ⅱ　評価結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

１　全体評価 

 

 

　第１期中期目標の計画期間において、大学は中期計画に掲げた目標を達成すべく各種取組

を着実に進めている。 

　中期目標に掲げる目標値を超える高い志願倍率を開学時から維持し続けている。これまで

の取組をデザイン等の視覚的な部分でも大学の魅力が伝わるよう注力したホームページ、パ

ンフレット等の媒体による情報発信に加え、学長が率先して県内外の高校を訪問するなどの

対面でアピールをし続けている結果が数字として表れている。 

　大学特有のカリキュラムである産学連携実習において、これまでに 163 社の地元企業との

連携を構築し、多くの学生を実習生として受け入れてもらっている。今後も、学生が実業の

中で他大学では得難い現実社会でのリアルな経験をより積むことができる環境となるよう、

受入れ企業とともに連携し、努めてもらいたい。 

　令和６年度に完成年度を迎え、第１期卒業生は各々が選択した新たな道を歩み出したとこ

ろである。就職希望者に関しては、就職率が 100 パーセントとなった。第１期卒業生の今後

の活躍を期待するとともに、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）の達成度

調査、進路状況等を分析し、大学の教育研究の質や社会貢献活動などに反映されたい。 

　研究成果の実用化、イノベーションの創出活動等の調査研究などのため、新たな組織の開

設や運営体制の整備が進められ、産学連携を推進する体制や企業との連携活動を支援する基

盤の強化が進められている。今後、大学の研究、教育、地域貢献への一層の活性化にどうつ

ながっていくのか、その実績に期待したい。 

　社会人教育の充実の一環である学び直しを希望する社会人を受入れなど、計画のとおり進

まない取組もあるが、学生への支援、職員の評価制度の導入、国際交流における留学生の受

入れなど、中期計画で定める各取組について、課題を整理し概ね順調に進めている。 

 

 

【大項目別評価の結果】 

 
中期目標の達成に向けた進捗は概ね順調である

 

項目／評定 評価結果

Ａ 

中期目標の

達成に向け

た進捗は 

優れて順調

Ｂ 

中期目標の

達成に向け

た進捗は 

概ね順調

Ｃ 

中期目標の

達成に向け

た進捗は 

遅れている

 第１　教育研究等の質の向上に

関する事項
Ａ ●

 第２　業務運営の改善及び効率

化に関する事項
Ｂ ●
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【参考】年度評価における全体評価の状況 

 

項目／評定 評価結果

Ａ

中期目標の

達成に向け

た進捗は

優れて順調

Ｂ

中期目標の

達成に向け

た進捗は

概ね順調

Ｃ

中期目標の

達成に向け

た進捗は

遅れている

 第３　財務内容の改善に関する

事項
Ｂ ●

 第４　自己点検・評価及び情報

公開の推進に関する事項
Ｂ ●

 第５　その他業務運営に関する

事項
Ｂ ●

 令和３年度 中期計画の進捗は概ね順調である

 令和４年度 中期計画の進捗は概ね順調である

 令和５年度 中期計画の進捗は概ね順調である
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２　大項目別評価 

 

○　教育研究等の質の向上に関する事項 

 

【評価理由】 

　(1) 教育に関する目標 

　　・学生に対して授業評価アンケートを実施し、回答結果を教務委員会で分析の上、各教

員にフィードバックを行う体制を整備したことで、学修者本位の授業改善が継続的に

実施されている。 

　　・産学連携実習Ⅰ、Ⅱでは、多くの企業と連携し、学生が大学で培った知識・技術を実

社会で学修する機会を提供している。受入企業の分野も多岐にわたり、学生の関心や

進路に応じた実習先の選択が可能となっている。また、成果発表の場としては、ポス

ター発表やプレゼンテーション発表を通じて、学内関係者や協力企業関係者に実習で

得られた成果を共有する機会を設けた。さらに、本実習は「第８回 学生が選ぶキャ

リアデザインプログラムアワード」において文部科学大臣賞を受賞するなど、外部か

らも高い評価を得ている。 

　　・学生募集活動では、高校訪問や事業者主催の進学相談会等への参画を戦略的かつ積極

的に展開し、大学の知名度向上を図った。あわせて、WEB サイトや SNS の情報発信を

充実することで、大学のブランドイメージを確立した。その結果、志願倍率は毎年度

５倍以上という高水準を維持しており、安定した入学者数の確保につながっている。 

　　・国や地方公共団体等の各種奨学金制度の活用に加え、本学独自の給付型奨学金を創設

したことで、学生の修学における経済的不安の軽減を図っている。 

 

　(2) 研究に関する目標 

　　・本学のシーズの発掘と産業界のニーズの把握に努め、実用化につながる応用研究を積

極的に推奨したことで、共同研究及び受託研究・事業は、年々増加し、令和６年度に

は中期計画成果指標を５件上回る 12 件に達した。 

　　・研究活動を円滑に進められるよう、教員向けに研究助成金支援ポータルサイトを構築

し、競争的研究資金の公募に関する情報や、研究費の管理運営及び公正な研究活動の

推進に関する情報を提供するなど、申請に必要な支援を継続的に行っている。 

 

　(3) 地域貢献に関する目標 

　　・企業等に対して本学の専門的知見を提供するコンサルティング業務の規程を整備し、

地域企業の課題解決や活性化に寄与することを目指している。 

　　・小学生には科学への親しみを、中学生には科学技術や理工系分野への意識付けを行う

ことを目的に、小中学生向け科学実験イベント「Science & Technology Program for 

Kids（旧サイエンスフェスタ）」を毎年開催しており、三条市教育委員会と連携し、

市内の全小・中学校に対して周知するなど、地域貢献の取組として定着している。 

 
Ａ 中期目標の達成に向けた進捗は優れて順調
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　(4) 国際交流に関する目標 

　　・留学生の受入れに向けて、住居や奨学金制度の調査、選抜方法の検討を完了し、令和

８年度入学者選抜から私費外国人留学生選抜の実施を予定しており、受入体制の整備

が着実に進んでいる。 

　　・連携可能な国外大学等の教育研究機関の開拓に努めており、令和５年度にはベトナム

のビンロン技術師範大学、令和６年度にはエストニアのエストニア芸術大学と連携協

定を締結した。 

 

　　　以上、法人の取組により、志願倍率などの教育指標を始めとする中期計画成果指標の

主要な項目において、令和３年度の開学からこれまでの間において継続して優れた結果

を出していることなど実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期目標の達成に向けた進

捗は優れて順調）が相当である。 

 

【参考】 

　○年度評価における教育研究等の質の向上に関する事項に係る中期計画の進捗状況評価 

 

　○令和６年度項目別自己評価結果 

　　〔事業単位評価の結果〕 

 

　　〔指標単位評価の結果〕 

 年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

 評定結果 Ｂ Ｂ Ｂ

 
評価結果

Ａ：中期計画の進捗は優れて順調 

Ｂ：中期計画の進捗は概ね順調 

Ｃ：中期計画の進捗は遅れている

 評　　定 Ａ Ｂ Ｃ

 評価目安 上回る 概ね実施 下回る

 総項目数 

41
10 31 0

 
項目／評定

評　　定 Ａ Ｂ Ｃ

 評価目安 

〔達成率〕
70％以上

30％以上 

70％未満
30％未満

 
１　教育指標

総項目数 

７
７ ０ ０

 
２　研究指標

総項目数 

４
４ ０ ０

 
３　地域貢献指標

総項目数 

４
３ １ ０

 
４　国際交流に関する指標

総項目数 

―
最終年度（令和８年度）の評価
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○　業務運営の改善及び効率化に関する事項 

 

【評価理由】 

　(1) 運営体制の改善に関する目標 

　　・研究成果の実用化やイノベーション創出を支援する体制整備の一環として、地域連携

キャリアセンター内に新たな部門「Innovation Entrepreneur Hub」を設置した。本部

門が設置されたことで、産学連携を推進する体制が整備され、企業との連携活動を支

援する基盤が強化された。 

 

　(2) 教育研究組織の見直しに関する目標 

　　・設置認可申請時の人事計画に沿った教員研究組織を運用するとともに、必要に応じて、

教員の職位や担当科目の見直しを実施している。 

 

　(3) 人事の適正化に関する目標 

　　・企画やイベントごとに組織横断でメンバーを編成するプロジェクトチーム制を導入し、

柔軟かつ効果的な人員配置を推進することで、入試や広報に係る業務の効率化及び意

思決定の迅速化を図っている。 

　　・教職員のスキルや能力等の情報を一元管理するタレントマネジメントシステムを導入

し、適切な人員配置や研修計画の策定に活用することで、人材育成と組織運営の質の

向上に取り組んでいる。 

 

　(4) 事務の効率化及び合理化に関する目標 

　　・「Sanjo City University Mission Statement（三条市立大学行動指針）」を制定し、

教職員に対して大学の目指すべき方向を示し、意識付けを図った。同指針に照らし、

教育研究活動及び業務運営に求められる知識、スキル等を見極めた上で効果的に研修

を実施し、教職員の資質・能力の向上を図った。 

 

　　以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ｂ評価（中期目標の達成に向けた進捗は

概ね順調）が相当である。 

 

 
Ｂ 中期目標の達成に向けた進捗は概ね順調
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【参考】 

　○年度評価における教育研究等の質の向上に関する事項に係る中期計画の進捗状況評価 

 

　○令和６年度項目別自己評価結果 

　　〔事業単位評価の結果〕 

 

　　〔指標単位評価の結果〕 

 

 

 年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

 評定結果 Ｂ Ｂ Ｂ

 
評価結果

Ａ：中期計画の進捗は優れて順調 

Ｂ：中期計画の進捗は概ね順調 

Ｃ：中期計画の進捗は遅れている

 評　　定 Ａ Ｂ Ｃ

 評価目安 上回る 概ね実施 下回る

 総項目数 

９
０ ９ ０

 
項目／評定

評　　定 Ａ Ｂ Ｃ

 評価目安 

〔達成率〕
70％以上

30％以上 

70％未満
30％未満

 
業務運営の改善及び効率化

総項目数 

２
２ ０ ０
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○　財務内容の改善に関する事項 

 

【評価理由】 

　(1) 自己収入の確保に関する目標 

　　・開学以来、志願倍率は５倍以上を維持しており、入学定員である80人を超える入学者

を確保していることから、授業料等の安定的な確保につながっている。 

　　・教員による競争的研究資金への応募を支援するため、文部科学省科研費担当者による

FD 活動や、研究助成金支援ポータルサイトを通じた情報提供を行い、外部研究資金の

獲得を促進することにより、科研費を始めとする競争的資金の確保につなげている。 

　　・寄附金収入の拡充に向け、インターネット寄附金収納サービスの導入準備を進めた。

導入大学の調査や制度上の課題確認を完了し、令和７年度からの本格運用に向けた体

制整備を図っている。 

 

　(2) 経費の節減に関する目標 

　　・企画やイベントごとに組織横断でメンバーをアサインするプロジェクトチーム制を導

入し、担当ユニットへの負担を軽減するとともに、イベント運営に関するノウハウを

職員間で共有する体制を整備した。 

 

　(3) 資産の運用管理の改善に関する目標 

　　・校舎内の電気設備や給排水衛生設備等に係る法定点検を確実に実施するとともに、外

部業者に清掃・維持管理業務を委託し、快適な教育環境の維持と設備の長寿命化に努

めている。 

 

　　以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ｂ評価（中期目標の達成に向けた進捗は

概ね順調）が相当である。 

 

【参考】 

　○年度評価における財務内容の改善に関する事項に係る中期計画の進捗状況評価 

 

 
Ｂ 中期目標の達成に向けた進捗は概ね順調

 年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

 評定結果 Ｂ Ｂ Ｂ

 
評価結果

Ａ：中期計画の進捗は優れて順調 

Ｂ：中期計画の進捗は概ね順調 

Ｃ：中期計画の進捗は遅れている
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　○令和６年度項目別自己評価結果 

　　〔事業単位評価の結果〕 

 

 評　　定 Ａ Ｂ Ｃ

 評価目安 上回る 概ね実施 下回る

 総項目数 

13
３ 10 ０
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○　自己点検・評価及び情報公開の推進に関する事項 

 

【評価理由】 

　(1) 自己点検・評価に関する目標 

　　・令和９年度の機関別認証評価に向けて、各評価機関の基準や他大学の受審状況等を比

較検討し、評価機関を「大学教育質保証・評価センター」に決定した。同センターの

評価基準等に関する理解を深めるため、実務説明会へ参加するなど着実に準備を進め

ている。 

　　・内部質保証推進規程を制定し、学長を議長とする内部質保証推進会議にて要綱を定め

た。令和７年度からモニタリング（簡易な自己点検・評価）を開始し、令和８年度に

はレビュー（総合的な自己点検・評価）を予定しており、PDCA サイクルに基づく全学

的な内部質保証システムの構築を進めている。 

 

　(2) 情報公開の推進に関する目標 

　　・法令に基づく教育情報に加え、大学設置認可申請書、設置計画履行状況、研究費の管

理運営及び公正な研究活動の推進に関する取組等を公開しており、大学運営の透明性

を確保している。 

 

　　以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ｂ評価（中期目標の達成に向けた進捗は

概ね順調）が相当である。 

 

【参考】 

　○年度評価における自己点検・評価及び情報公開の推進に関する事項に係る中期計画の進

捗状況評価 

 

　○令和６年度項目別自己評価結果 

　　〔事業単位評価の結果〕 

 
Ｂ 中期目標の達成に向けた進捗は概ね順調

 年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

 評定結果 Ｂ Ｂ Ｂ

 
評価結果

Ａ：中期計画の進捗は優れて順調 

Ｂ：中期計画の進捗は概ね順調 

Ｃ：中期計画の進捗は遅れている

 評　　定 Ａ Ｂ Ｃ

 評価目安 上回る 概ね実施 下回る

 総項目数 

２
１ １ ０
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○　その他業務運営に関する事項 

 

【評価理由】 

　(1) 施設設備の整備、活用に関する目標 

　　・CAD 室およびスタディルームにおいて、PC の OS や CAD ソフトのバージョンアップを行

い、学生の教育環境の充実に努めた。 

　　・情報セキュリティポリシーを策定し、セキュリティ対策の点検や必要な研修を実施す

ることで、教職員の意識向上と情報規範の適切な管理を行った。 

 

　(2) 安全管理に関する目標 

　　・教職員の健康の保持増進を図るとともに、ストレスチェックを定期的に実施し、メン

タルヘルス不調の未然防止に取り組んでいる。 

　　・基礎科学実験、機械工作実習、産学連携実習Ⅰ等の実習に当たり、安全ガイダンスを

通じて機器の操作方法や取扱いに関する教育を行い、安全意識の向上と事故防止に努

めている。 

 

　(3) 法令遵守等に関する目標 

　　・独立行政法人日本学術振興会の研究倫理 e ラーニングコースを活用し、教職員が倫理

綱領や行動規範、研究費の適切な使用について事例を通じて学ぶ機会を提供し、研究

活動における法令遵守と倫理意識の向上を図っている。 

 

　　以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ｂ評価（中期目標の達成に向けた進捗は

概ね順調）が相当である。 

 

【参考】 

　○年度評価におけるその他業務運営に関する事項に係る中期計画の進捗状況評価 

 

 

 
Ｂ 中期目標の達成に向けた進捗は概ね順調

 年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

 評定結果 Ｂ Ｂ Ｂ

 
評価結果

Ａ：中期計画の進捗は優れて順調 

Ｂ：中期計画の進捗は概ね順調 

Ｃ：中期計画の進捗は遅れている
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　○令和６年度項目別自己評価結果 

　　〔事業単位評価の結果〕 

 評　　定 Ａ Ｂ Ｃ

 評価目安 上回る 概ね実施 下回る

 総項目数 

12
０ 12 ０
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　　〇　公立大学法人三条市立大学第１期中期目標期間業務実績見込報告書 
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公立大学法人三条市立大学中期目標  
 

 三条市において、まちへの誇りや愛着を育て、それぞれの地域の個性的な生活

環境や伝統文化を、新たな価値を付加しながら時代に合った形で未来へと残して

いくことが、次の世代に対する責務である。  

 三条市が唯一無二のアイデンティティを確立し、更に発展していくためには、

この地域の高度で柔軟な技術力を誇るものづくりを基軸として、新たな展開を切

り拓く若い世代を確保し、将来の担い手の育成を図っていく必要がある。  

 こうした地域の期待や要請に応えて、令和３年４月、三条市立大学は開学する。  

 三条市は、公立大学法人三条市立大学が、地域に蓄積された財産を貴重な教材

としながら、地域と連携した教育研究活動を通じてこのまちのものづくりの未来

を支える有為の人材を数多く育成し、地域社会及び産業の継続と発展に貢献でき

るよう、次のとおり中期目標を定める。  

 

 

第１ 中期目標の期間及び教育研究上の基本組織  

１ 中期目標の期間  

 令和３年４月１日から令和９年３月 31 日までの６年間とする。  

 
２ 教育研究上の基本組織  

 中期目標を達成するため、教育研究上の基本組織として、工学部  技術・経

営工学科を置く。  

 

第２ 教育研究等の質の向上に関する事項  

１ 教育に関する目標  

(1) 専門教育の充実  

ア 複合的な領域の教育  

 多角的な視点と柔軟な思考力・発想力を持つ技術者を育成するため、

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に基づき複合的

な領域の教育を実施する。  

 

イ 産学連携実習の充実  

 地域に蓄積された財産を教材とした教育を展開するため、産学連携実

習を確実に実施するとともに、その充実を図る。  

 

ウ 時代の変化への柔軟な対応  

 時代の変化に柔軟に対応するため、教育課程や学術研究の不断の見直

しを行い、教育の内部質保証を図る。  

 

(2) 入学者の確保  

 積極的な広報活動を行い、入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）

に基づいて、ものづくりへの高い関心を持ち学習意欲や学力の高い入学者

を確保する。  

 

(3) 学生支援  
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 学生の充実した大学生活を確保するため、学修や生活、キャリア形成等

において適切な支援を行う。  

 

(4) 社会人教育の充実  

 ものづくり産業や地域の活性化を図るため、社会人、シニアの学び直し

の機会を設ける。  

 

(5) 高度教育への対応  

    外部資金等の獲得を推進し、教育研究の高度化を図る。  

 また、自らの知識や技術の高度化等を図るため、大学院への進学等で更

なる高みを目指す学生に対応する手法等の調査研究を行う。  

 

２ 研究に関する目標  

(1) 地域発展に資する研究の推進  
 大学で行う教育研究の成果を社会に還元し、持続可能な社会の発展に寄

与する。  

 

(2) 地域企業等と連携した研究の実施  

 新たな社会ニーズに対応するため、企業や他大学等との共同研究や受託

研究等の産学連携を推進する。  

 

(3) 外部資金の獲得  

 研究を充実・発展させるため、各種外部資金の獲得に向けた取組を推進

する。  

 

３ 地域貢献に関する目標  

(1) 地域企業との連携推進  

 地域の持続的発展に寄与し、企業とともに成長する大学となるため、企

業との連携活動を推進する。  

 

(2) 地域の学校等との連携活動の推進  

 小中学校や高等学校等との連携により、児童・生徒のものづくりへの興

味・関心の醸成に取り組む。  

 また、地域活性化に寄与するため、三条市等が行う各種事業への学生や

教職員の積極的な参加を推進する。  

 

４ 国際交流に関する目標  

(1) 留学生等の受入れ  

 留学生等の受入れに向けた体制構築や留学生確保に取り組む。  

 

(2) 国外大学等との連携  

 国際的な教育研究の動向把握のほか、企業の海外展開等も視野に入れ、

国外大学等との連携に向けて取り組む。  

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項  

１ 運営体制の改善に関する目標  
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 理事長のリーダーシップのもと、役員や各種組織、委員会等の役割と責任

を明確にし、速やかな意思決定で適切な大学運営を行う。  

 

２ 教育研究組織の見直しに関する目標  

 機動的な教育研究組織体制を構築・運用するため、教育、研究に対する社

会的ニーズを踏まえ、大学の特色をいかしてより適切に教育研究機関として

機能し得るよう、組織の見直しを適宜行う。  

 

３ 人事の適正化に関する目標  

 基本理念に沿った教育研究を行うため、適切な採用と人材配置を行い、教

職員の資質向上を図る制度を整備する。  

 

４ 事務の効率化及び合理化に関する目標  

 時代の変化に対応して、ヒト・モノ・カネの各種資源を効率的かつ合理的

に運用できる組織体制を整備する。  

 

第４ 財務内容の改善に関する事項  

１ 自己収入の確保に関する目標  

(1) 学生納付金の確保  

 積極的な広報活動による入学定員の確保を図り、安定した収入確保に努

める。  

 

(2) 外部研究資金等の獲得促進  

 研究の高度化を図りつつ、自主的かつ自律的な大学運営を行うため、外

部資金の積極的な獲得を図り財源確保に努める。  

 

２ 経費の節減に関する目標  

 大学の管理運営業務の改善・効率化や、人員配置の適正化等により、経費

の抑制や経営基盤の強化を図る。  

 

３ 資産の運用管理の改善に関する目標  

 土地や設備、知的財産等、法人が保有する資産の適正な管理を図るととも

に、資産の有効な活用に努める。  

 

第５ 自己点検・評価及び情報公開の推進に関する事項  

１ 自己点検・評価に関する目標  

 組織体制、事務処理体制及び業務運営について、自己点検・評価を行う体

制を整備し実施する。  

 

２ 情報公開の推進に関する目標  

 大学運営の透明性を確保するため、教育研究活動や業務運営等に関する情

報公開を行う。  
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第６ その他業務運営に関する事項  

１ 施設設備の整備、活用に関する目標  

 基本理念に沿った教育研究を行うため、中長期的な視点に立って設備の充

実を図る。  

 

２ 安全管理に関する目標  

 学生及び教職員の健康及び安全を確保する。  

 また、災害や機密情報流出等に迅速かつ的確に対応する危機管理体制を整

える。  

 

３ 法令順守等に関する目標  

 学生や教職員に対して法令遵守を徹底させ、適正な教育研究活動と業務運

営を行う。  
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公立大学法人三条市立大学　中期目標期間の業務実績評価（見込評価）実施要領 

 

１　趣　旨 

この要領は、地方独立行政法人法第78条の２の規定及び当該規定に基づき定められた

市規則（公立大学法人三条市立大学の業務運営並びに財務及び会計に関する規則）に基

づき、三条市公立大学法人評価委員会（以下「評価委員会」という｡)が行う公立大学法

人三条市立大学（以下「法人」という｡)の中期目標期間終了時に見込まれる中期目標期

間の業務実績に関する評価（以下「見込評価」という｡)の実施について必要な事項を定

めるものである。 

 

２　評価の目的 

見込評価は、中期目標期間における業績評価の結果を、法人における次期中期目標の

検討や、組織・業務の見直しなどに活用することを目的として行う。 

 

３　評価の基本方針 

見込評価は、中期目標の達成見込を確認する観点から行い、評価に当たっては、総合

的かつ効率的に行うこととする。 

なお、評価の際は、法人の教育研究の特性や業務運営の自主性・自律性に配慮すると

ともに、評価を通じて、法人の中期目標の達成見込を市民に分かりやすく示すよう努め

るものとする。 

 

４　見込評価の実施時期 

見込評価は、当該中期目標期間の最後の事業年度の前々事業年度終了後、概ね５月以

内に実施するものとする。 

 

５　見込評価の実施方法 

(1) 評価手法 

見込評価は、その目的を効率的かつ効果的に達成するため、法人が中期計画に係る

業務実績（見込）に基づいて行う自己評価結果を踏まえ、大項目別に評価の上、中期

目標の達成見込について総合的な評価（全体評価）を行う。 

(2) 評価項目 

評価項目は、別表１又は別表３のとおりとする。 

(3) 評価基準 

評価に当たっては、別表２又は別表４の取扱いを基本に、取組状況や外的要因等、

それぞれの状況を総合的に勘案して評価するものとする。 

(4) 評価の手順 

ア　法人による実績見込報告・自己評価 

法人は、別表１に定める中期計画の大項目ごとに業務実績（見込）を取りまとめ、

別表２に定める評価基準により自己評価を行った上、業務実績見込報告書を作成し、

中期目標期間の最後の事業年度の前々事業年度終了後３月以内に評価委員会に提

出する。 
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2 

イ　評価委員会による検証・評価 

　(ｱ) 大項目別評価 

評価委員会は、法人から提出された業務実績見込報告書について、法人関係者

からのヒアリング等により検証の上、別表３に定める大項目ごとに、別表４に定

める評価基準により評価する。 

なお、評価委員会は、検証・評価を行う上で必要がある場合、法人に対して資

料の追加提出を求めることができるものとする。 

(ｲ) 全体評価 

評価委員会は、大項目別評価の結果を踏まえ、別表４に定める評価基準により、

中期目標の全体的な達成見込を総合的に勘案し評価する。 

(5) 評価書の作成 

ア　評価書原案の作成及び法人からの意見聴取 

評価委員会は、評価の透明性・正確性を確保するため、(4)に定める手順により

評価した結果を取りまとめ、評価書原案を作成し、法人に提示する。 

法人は、評価書原案に対する意見を書面により評価委員会に申し出るものとす

る。 

イ　評価書の確定 

評価委員会は、評価書原案に対する法人からの意見を踏まえ、必要に応じて法人

関係者の説明を受けた後、当該意見の適否を審議し、当該案に修正を加える等によ

り評価書を確定する。 

 

６　評価結果の取扱い 

(1) 評価結果の通知及び公表 

評価委員会は、評価書を作成したときは、遅滞なく当該評価書を法人及び三条市長

に送付するとともに、三条市ホームページ等で公表する。 

(2) 評価結果の活用・反映 

評価結果は、法人における次期中期目標の検討や、法人業務を継続させる必要性、

組織・業務の見直しの検討などに活用し、反映させていくものとする。 

　　　また、法人は、評価結果を自らの業務運営等の見直し又は改善に活用し、反映させ

ていくものとする。 

 

７　評価方法の継続的な見直し 

この要領については、見込評価の実施状況等を踏まえ、必要に応じて見直すものとす

る。 

 

８　その他 

この要領に定めるもののほか、評価の実施に必要な事項は、評価委員会が別に定める。 
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3 

別表１　見込評価における自己評価項目 

 

 

別表２　見込評価における自己評価基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 評価項目

 
中期計画における５つの大項目

 
　第１　教育研究等の質の向上に関する事項

 
　第２　業務運営の改善及び効率化に関する事項

 
　第３　財務内容の改善に関する事項

 
　第４　自己点検・評価及び情報公開の推進に関する事項

 
　第５　その他業務運営に関する事項

 評　定 評　語

 
Ａ 中期計画の実現に向けた進捗は優れて順調

 
Ｂ 中期計画の実現に向けた進捗は概ね順調

 
Ｃ 中期計画の実現に向けた進捗は遅れている
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別表３　見込評価における評価項目 

 

 

別表４　見込評価における評価基準 

 評価区分 評価項目

 大項目別評価 中期目標における５つの大項目

 第１　教育研究等の質の向上に関する事項

 第２　業務運営の改善及び効率化に関する事項

 第３　財務内容の改善に関する事項

 第４　自己点検・評価及び情報公開の推進に関する事項

 第５　その他業務運営に関する事項

 評価区分 評　定 評　語 評価の目安

 大項目別評価
Ａ 中期目標の達成に向けた進捗は優れて順調

業務実績見込

及びこれまで

に行った中期

計画の進捗状

況を総合的に

勘案し、評価

 
Ｂ 中期目標の達成に向けた進捗は概ね順調

 
Ｃ 中期目標の達成に向けた進捗は遅れている

 全体評価
Ａ 中期目標の達成に向けた進捗は優れて順調

大項目別評価

を総合的に勘

案し、評価

 
Ｂ 中期目標の達成に向けた進捗は概ね順調

 
Ｃ 中期目標の達成に向けた進捗は遅れている
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（２）在学生数　各年度５月１日現在

1
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３　組織・運営体制

（１）役員（令和７年３月31日現在）

（２）専任教職員数（各年度５月１日現在

2
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（３）審議機関（令和７年３月31日現在）

3
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（４）組織図
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